
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  不納付加算税制度の取扱い 

Ｑ：源泉徴収した税金を納付し忘れたとい

う場合はどのような取扱いがされますか？ 

 

Ａ：原則的には不納付加算税が課せられま

すが、一定の場合には課せられないこととな

っています。 

【解説】 

源泉徴収した国税を、その法定納期限まで

に完納しなかった場合は、原則として、納税

の告知にかかる税額等に10%の割合を乗じて

計算した不納付加算税が課せられます。 

しかし、今年度の税制改正で、無申告加算

税について法定申告期限内に申告する意思が

あったと認められる場合には、加算税を適用

しないとする制度が創設されたことに併せて、

不納付加算税制度についても、これと同様の

制度が創設されました。 

具体的には、源泉徴収した国税を納税の告

知を受けることなくその法定納期限後に納付

した場合において、次のいずれもの要件を満

たし、かつ、その納付に係る源泉徴収による

国税が法定納期限から１ヶ月を経過する日ま

でに納付されたときは適用しないとされまし

た。 

①  納付に係る法定納期限の属する月の前月

の末日から起算して１年前までの間に法

定納期限が到来する源泉徴収による国税

について納税の告知を受けたことがない

場合 

②  ①の期間に納税の告知を受けることなく

法定納期限後に納付された事実がない場

合 

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００６年）平成１８年   金曜日  月９  日 

 
８

発行所 株式会社 
大阪市中央区平野町３－１－１０  
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

3 1 0 7  

 

号 


